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Abstract
In this paper,the objective and method ofthe research are mentioned  The Objective ofthis
research is tO explain the characteristics and meanings of urban hOuses in TOH()KU from the
point of vievァof Patterns of Culture  ln this thesis the general forms of mOdern houses are
discussed by the new concept Of housing,“KAふIAEKATA'',w thin the Pattems of Cutture
This new concept should be expressed not only by a general fOrm of houses and a pattern oflife
style,but alsO by one important correlation factor,郡ァhich combines the general form and the
pattern frOna the fo■o、アing ideas, purpOSe of social and faHlily life,cultural interest,and other
orders in the elements Of housing forms
1.研究の目的と研究の背景
本研究の目的は,東北地方の都市住居の形態
の特徴とその持つ意味を住文化の視点から説明
することである。この研究の特色は住文化とい
う祝点から住居現象を説明しようとする点にあ
る。このために文化の概念から演繹される「構
えかた」という概念を用意する。この概念や説
切の方法について己女めて述べる。ここでは, こ
のような視点が設定された背景について示す。
住居計画研究とは,多様な住居現象をなんら
かの形です由象化し, これを説日ノlし,計画に必要
な知見を得ることであると考えられる。その知
見は,人の要求とものの機能の関係にかかわる
知見と,その応用を含む計画手法にかかわる知
見に大別される①これを「実態の領域」と「技
術の領域」とよが研究者もいる*l。 本研究は「実
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態の領域」にかかわる住居計画研究である。
このような「実態の領域」の研究目的には2つ
の方向があるように思われる。その一つは,「分
析的な方向」であり,多様なニーズ,多様な形
態という現実に対して,それらの要因,因果関
係などを説男しようとする方向である。この方
向においては,いわゆる「使われ方研究」のよ
うな分析的な手法が適用され,多様な事象をい
くつかの要素に分けて対象を限定し,その中か
ら本質 (実体)を見い出し,人々 の生活と起築
空間との対応関係が明らかにされている。もう
一つの方向は,いわば「統合へ向かう方向」と
でもいえるものである。この方向は,研究のプ
ロセスにおいては分析的な手法を用いるが,結
論は多様な事象を大局的・統合的にながめて,事
象の全体を説明しようとしている。いずれも普
遍的な事実を求めているのであるが,前者が多
様性の説日月と個別性への対応を課題とするのに
対して,後者は生活・建築様式としての共通性,
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